
大阪の失業率と
雇用者報酬

　大阪府の人口は指数で2010年を100とすると2024年で98.8。全国平均96.7をわずかに上回りますが、都市部で比較す
ると東京107.7、愛知100.7を下回ります。「県内総生産」（GDPの都道府県版）では、指数で2011年を100とすると大
阪は2022年で105.0。全国平均108.6、東京都112.2、愛知県109.6を下回っています。大阪の人口と経済

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　2025年の大阪の完全失業率は3.0％で、全国平均2.3％を上回ります。東京都は2.4％、愛知県は2.5％と、都市部の
中でも大阪の雇用の深刻さは突出しています。府民一人当たりの雇用者報酬は、2011年を100とすると2022年で104.1
に止まり、全国平均108.1、東京都110.3、愛知県111.2を大きく下回っています。
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講
演
を
受
け
て
各
分
野
の
担
当
者

が
報
告
。
医
療
・
福
祉
で
は
「
病
床

削
減
や
統
廃
合
が
進
み
、
人
員
も
慢

性
的
に
不
足
し
て
い
る
」（
医
療
部

会
）、「
公
立
保
育
所
が
削
減
さ
れ
、

非
正
規
職
員
が
増
え
て
い
る
。『
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
』
は
、
よ
り

よ
い
も
の
に
す
る
議
論
が
必
要
」

（
保
育
部
会
）、「
学
童
保
育
へ
民
間

企
業
が
参
入
し
、
指
導
員
の
雇
用
不

安
が
拡
大
し
て
い
る
」（
学
童
保
育

連
絡
会
）、「
国
保
料
の
府
内
統
一
化

で
、
市
町
村
独
自
の
減
免
が
で
き
な

く
な
っ
た
」（
国
保
職
場
）
と
問
題

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
業
、
水
道
、
防
災
で
は
、「
学

校
給
食
、
学
校
校
務
員
、
家
庭
ご
み

収
集
に
つ
い
て
府
内
全
市
町
村
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
民
間
委

託
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
災
害
に

対
応
す
る
た
め
に
家
庭
ご
み
の
収
集

を
一
部
直
営
に
戻
す
自
治
体
が
生
ま

れ
て
い
る
」（
現
業
評
議
会
）、「
市

研
究
会
で
調
査
し
て
い
る
。
要
求
実

現
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
来
春
の
統
一

地
方
選
挙
に
向
け
、
政
策
提
言
や
情

報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

大
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迷
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長
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域
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域
の
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大

　

中
山
徹
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事

長
は
講
演
で
、「
大
阪
府
内
の
総
生

産
や
一
人
当
た
り
の
雇
用
者
報
酬
は

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
経
済

は
長
期
低
迷
傾
向
に
あ
り
、
地
域
格

差
も
拡
大
し
て
い
る
。
大
阪
都
構
想

は
、
大
阪
市
を
解
体
し
て
財
源
や
権

限
を
大
阪
府
が
取
り
上
げ
、
臨
海
部

の
カ
ジ
ノ
誘
致
や
都
心
部
の
開
発
を

進
め
る
も
の
。
副
首
都
に
な
る
こ
と

で
開
発
の
財
源
を
政
府
か
ら
も
引
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
大
型
開
発
で

は
な
く
、
市
町
村
を
主
体
に
住
民
生

活
を
支
援
し
、
地
域
格
差
を
是
正
す

体
を
変
え
る
た
め
に
は
、
わ
か
り
や

す
い
政
策
を
打
ち
出
し
、
住
民
の
願

い
に
根
差
し
た
共
同
を
つ
く
り
、
選

挙
で
投
票
率
を
大
幅
に
上
げ
る
こ
と

が
必
要
。
自
治
体
労
働
組
合
の
役
割

は
重
要
だ
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
を
し
た
坂
田
委
員

長
は
「
新
自
由
主
義
に
よ
る
構
造
改

革
を
急
激
・
乱
暴
に
進
め
た
維
新
政

治
の
も
と
で
、
住
民
の
く
ら
し
と
自

治
体
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
を

　

維
新
政
治
の
18
年
間
で
、
大
阪
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
大
阪
自
治
労
連
・

衛
都
連
は
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
と
共
同
し
て
「
お
お
さ
か
自
治
体
ま
る
わ

か
り
研
究
会
」
を
設
け
て
調
査
・
検
証
し
、
年
内
に
報
告
書
を
ま
と
め
ま
す
。
９

月
29
日
に
中
間
報
告
会
を
大
阪
市
内
で
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
大
阪
自
治

労
連
の
組
合
員
、
住
民
団
体
、
研
究
者
、
議
員
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

衛
都
連
は
９
月
27
日
、
第
89
回
定
期
大
会

（
大
阪
自
治
労
連
衛
都
連
第
36
回
定
期
総
会
）

を
大
阪
市
内
で
開
催
。
２
０
２
７
年
度
運
動

方
針
を
決
定
し
、新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
）、「
大
阪
は
女
性
の
過
半
数
が
非

正
規
雇
用
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は

持
続
可
能
な
社
会
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
分
科
会
担
当
）
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
中
山
氏
は
「
自
治

町
村
水
道
事
業
の
企
業
団
へ
の
統
合

が
進
み
、
水
道
料
金
が
大
幅
に
上
が

っ
て
い
る
」（
公
営
企
業
評
議
会
）、

「
市
町
村
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
15

年
ぶ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
防
災
対
策
に
生
か
す
」（
防
災

担
当
）
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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政
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で
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か
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政
策
で

住
民
の
要
求
に
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住
民
の
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求
に
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し
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を

　

ま
た
、「
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

で
事
務
作
業
が
遅
く
な
り
、
職
員
の

ス
キ
ル
が
低
下
し
て
い
る
。
委
託
し

て
も
経
費
は
直
営
と
変
わ
ら
な
い
」

（
窓
口
職
場
）、「
こ
の
15
年
間
で
市

町
村
の
法
人
税
収
入
は
低
下
す
る
一

方
で
、
委
託
料
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
」（
衛
都
連
財
政
講
座
担
当
）、

「
20
年
間
で
正
規
職
員
は
35
％
削
減

さ
れ
、
非
正
規
は
１
・
５
倍
に
増
え

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
は

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の

役
割
は
果
た
せ
な
い
」（
関
連
評
議

維新政治の 18年間で、大阪はどうなっているのか

　大阪自治体問題研究所の
研究者、市民団体役員が共
同で執筆。大阪府民のくら
しに関わるデータ、維新政
治の実像をわかりやすくま
とめています。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
坂
田
委
員
長
は

「
秋
季
年
末
闘
争
を
ど
う
す
す
め
る

か
、
ど
う
や
っ
て
仲
間
を
増
や
す
か
、

ど
う
や
っ
て
団
結
を
強
め
る
か
、
に
つ

い
て
代
議
員
全
員
の
討
議
で
運
動
方
針

を
確
立
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
大
阪
府
職
労
の
小
松
康
則
委
員
長

が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
大
阪
市

労
組
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
・
執
行
委
員
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
分
散
会
で
は
、
提
起
さ
れ
た
議

題
に
沿
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
「
こ
ど
も
園
で
休
憩
を
全

員
で
し
っ
か
り
取
る
こ
と
を
意
思
統
一

し
て
実
践
し
て
い
る
。
休
憩
中
の
雑
談

で
職
場
の
結
束
が
生
ま
れ
て
い
る
」

「
組
合
員
の
声
を
聞
く
こ
と
が
キ
ー
ワ

ー
ド
。
欠
員
・
育
休
代
替
な
ど
の
職
場

課
題
も
、
声
を
聞
く
こ
と
で
初
め
て
把

握
で
き
る
」「
組
合
員
向
け
に
年
５
回

程
度
の
ラ
ン
チ
会
を
開
催
し
て
意
見
を

集
約
す
る
取
り
組
み
を
聞
い
た
。
自
分

の
組
合
で
も
や
り
た
い
」「
役
員
の
な

り
手
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
に
。
や
り
が

い
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
重
要
」

「
小
さ
な
要
求
を
聞
い
て
組
合
の
信
頼

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
」「
ろ
う
き
ん

な
ど
の
福
利
厚
生
を
加
入
促
進
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
っ
と
活
用
し
た
い
」「
オ

フ
ィ
ス
グ
リ
コ
を
事
務
所
に
設
置
し
、

組
合
員
以
外
も
来
や
す
い
環
境
を
つ
く

り
事
務
所
に
活
気
が
で
た
」「
保
育
士

の
配
置
基
準
が
改
善
さ
れ
た
が
実
際
に

は
人
員
を
配
置
で
き
て
い
な
い
。
休
み

も
取
れ
な
い
状
況
」「
組
合
の
退
会
理

由
と
し
て
『
何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら

大阪自治労連頒価200円
（税込。単組・組合員に限る。
一般頒価500円）

執行委員長
　坂田俊之
　（吹田市職労・再）
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な
い
』
と
い
う
声
が
多
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
交
渉
・
会
議
の
様
子
を
発
信

し
、
活
動
の
可
視
化
を
図
っ
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
共
通

し
て
、
職
場
の
人
員
不
足
が
深
刻
で
、

役
員
も
多
忙
化
し
て
余
裕
が
な
く
、
役

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
職
場
の
小
さ
な
要
求
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
労
働
組
合
の
信

頼
を
高
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、

「
声
を
聞
く
」
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
を
受
け
て
寺
内
書
記
長
代
行

は
「
補
強
意
見
を
受
け
止
め
て
方
針
の

具
体
化
を
図
り
ま
す
。
衛
都
連
の
統
一

闘
争
で
要
求
を
実
現
し
、
衛
都
連
単
組

の
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
ま
と
め
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
運

動
方
針
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

「団結ガンバロー」で大会を締めくくりました

中
山
徹
氏
が
大
阪
経
済
の
リ
ア
ル
な

実
態
に
つ
い
て
講
演　
　
　
　
　
　

「おおさか自治体まるわかり
研究会」が中間報告会　　住

民
と
自
分
の
た
め
に
魅
力
あ
る
職
場
を
つ
く
ろ
う

「
組
合
員
の
声
を
聞
く
」「
小
さ
な
要
求
を
実
現
」で
労
働
組
合
へ
の
信
頼
高
め

ブックレットブックレット
「維新は大阪を「維新は大阪を
どう変えようとどう変えようと
しているか」しているか」

衛都連第89回定期大会を開催
（大阪自治労連衛都連第36回定期総会）

発売中

大会で選出された大会で選出された
新役員（四役）新役員（四役）

各分野の担当者が中間報告
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す
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